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岡山大学鷹野健次

を伴なうのは今の時代が倫理的、道徳的に危

機にあるからである。スポーツは社会の縮図

であるから、今日の社会、文化に浸透した物

質本位の価値感からの脱脚を反省しない限り

スポーツの粛正は図れない。これは単なる理

想論に終るかも知れないが、しかし真である。

大体こういったすじのことが書かれている

力鬼前半は理論篇であり、実存主義とアスリ

ートなどは面白く、プロ野球のことが書いて

あるくだりは迫力を感じた。後半は実際篇で

あり、大学競技の管理面、とくにスポーツ学

生の処遇について多く‘のアドバイスをしてお

り、それは理論よりも運営であると言ってい

る。

ここでⅦ章の‘‘勝利の理論”の一部である

力えRainerMartensのJWaInSmIwssin

ChildIEILSportsからの引用がある力乳そ

のところを抜き書きしてみる。

「競争の価値についてあれこれ論争するの

は無意味だと思う。競争それ自体には良いも

悪いもない。競争は一つの社会的過程であっ

て、それによって人は他人と自分を比較して

見ることができる。だから、競争の影響力浪

いか悪いか力狭まるのは競争が行なわれる環

境によるのである。周囲の情報次第で競争の

結果は良くも悪くもなるのである。

競争の結果が良くなかったとき、その解決

昨年末アメリカに居る奈女大の卒業生の方

から一冊の本を送って戴いた。Smrtsand

Athletics-曲ylos叩hyinaction,1982,

J.C.Mihalidnである。彼女のご主人の友人

とのことである。彼はフィラデルフィアのラ・

サールカレッヂの哲学教授であり、スポーツ

哲学会の会員であり、大学競伎の諮問委員会

の役員でもある。学生時代は学部でジャーナ

リズム専攻、修士で社会哲学専攻、のちにワ

シントンのカソリック大学で哲学教員の資格

を得、ジョージタウン大学でph.Dを得てい

る。若い頃シカゴクラズ（ブルックリン）

ドジャース、ニューヨーク．ヤンキーでプロ

野球の選手をした経歴力§ある。

スポーツを哲学的に思索する題名に引かれ

て、お正月から→心に読んだ力えはじめの興

奮ほどではなく読み終ってもあまりズシリと

くるものが無いの力践念だ力え二三の印象を

述べてみたい。

悼越」という欲望は人間の本性に根ざす

ものであり、これを肯定することはスポーツ

のみならず人生のすべての面で大切である。

スポーツにおける勝利主義力移くの弊害を産

むからといって、これに代って勝敗抜きの競

争それ自体の価値を説く立場があるカミ彼は

これに賛成しない。これは敗北への口実をつ

くるに過ぎないという。勝利至上主義力弊害
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策として非競争をもってするのは賢明ではなものは含まれてはいない。－どんなに激し

い。子供は競争行動と同時に協同的行動の双く競争しようと、どんなに強く勝利を希求し

方を学習する必要があるのだし、そして、競ようと、相手に対してどんなに強く闘わうと、

争と協同はスポーツの本質的属性である。スわれわれ力瀕争に参加することと、競争の結

ポーツに学ぶのである限り一方にのみ偏する果との相対的意義について、確かな展望をも

わけに行かない。正しい解決法は場面を替えつ限り競争の弊害はない」。

ることである。競争の価値を決めるものは、この後でMihalic脳ま敗北の哲学に注意をう

どのように競争力垳なわれた力沁どのようにながしている。そして敗北の真の意味を解す

競争が解決された力、どのように競争結果にることが出来るのは勝利の体験を通してであ

対して参加したこと自体の価値を認めたｶｷこるという。それ故、振子は再び勝利の重要性

かかるのである。競争それ自体には何も悪いの側に戻るというのである。
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：第35回日本体育学会鹿児島大会き
き体育心理学専門分科会シンポジウム回想鷺
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－司会からの反省と期待一

1．テーマ設定の舞台裏

ひょんなことからシンポジウムの世話役を

受け賜わり、以来、分科会事務局から、遥々、

数々の激励をいただいた。そし乙福岡を中

心とする会員、徳永（九大）先生をはじめ橋

本輻工大）、山本幅大）、庭木（熊大）

先生方の協力で、多忙の中、度々の会合をも

った。

そうした過程でもこれを機会に目先を変え

てみてはどう力沁という圧倒的な意見が支配

し､好余曲折の討議の末、テーマとして‘‘集

中力”が浮上した。

頭初は“スポーツ教育における集中力”が

仮り設定されたが、案の上、関係者からすか

さずも「スポーツ教育」自体力輔ぽい論議に

なりかねないという指摘を受けた。

そこでまた、①スポーツにおける集中力、

②スポーツ選手の集中力．③集中力のトレー

ニングもで打診したところ、これは、スポー

ツ心理学会力丸そっくりいただきたいテーマ

である。体育心理学専門分科会のテーマとし

ては、再考するということにあいなった。そ

の結果、学校体育における正課と課外を考慮

－2－

福岡女子大学佐久本稔

して､“集中力をめぐる諸問題”に落着し、

司会巻演者も地元の利を生かしてというこ

とで結着をみた。

司会の立場から、大会号記載の提案理由が

つくられ、演者の同意を得て各々の取り組み

力始ったのは、59年3月も中頃である。

当時、われわれの共通意見としては、①、

集中力の問題は、難問である力え今日の教育

全般を眺める時、集中力をどう理解し、どう

育てもどう活用するかという課題は、きわめ

て時を得て重要と思われること、②、たとえ、

様々な議論が百出しても､集中力脇薙麓ギ
に意義があるのではないかといった、火の国

魂力燃えていた。

2．舞台本番あれこれ

本テーマカ吟回限りのものか、継続性のも

のかの見通しもないま魁、先ずは、それらの

手はじめとして、の集中力の諸相・根底に

関する問題に対応させて、“集中力とは”、

②、集中力の発展・展開に関する問題に“体

育学習と集中力｡、｡②の援助・助成に関

する問題に“集中力のトレーニング”を位置

づけ、一つの突破口を試みた。



そして願わくば、①、現在の体育指導者が

期待し、指導しようとしている集中力のイメ

ージアップと、②、集中力をめぐる体育現場

の具体的問題のリストアップの二兎を追って

みたいと提案した。

その結果は、ご承知の通り、司会のまずさ

とフロアーからの活発な意見という不測の事

態から、その討議I説収拾がつかず、もっぱら、

集中力の理解の問題をめぐって意見交換がな

され願わくばの学習過程に関連した集中力

の話題は不発に終ってしまった。

集中力の一般的理解については、集中十力

の合成語として考えてみた場合、力について

は、体力、精神力、生命力などといった力の

概念と共通しており参加者の共通的認識はあ

ったように思われる。しかし問題は‘‘集中力”

ということにあった。

集中の問題は、集中を発揮する領域の拡大

やその対象の複雑さの増大力論議の焦点であ

ったように思われる。集中は勿論、人間の集

中的行動を指しているが、人間行動の集中内

容のとらえ方は、きわめて、複雑多岐深遠で

ある。「もしこれあれば、かれあり、もしこ

れ生ずればもかれ生ず」といったもので、固

定的にはとらえられない。また集中といった

平板的な用語で包括しきれない何物かが潜ん

でおり、息づいており、髄っているものであ

るしたがって、説明的内容は、全体的、立

体的であること力望まれるというのは、当然

の帰結であり、これに近づくのが課題である。

人間行動には、いろいろな種類があるカミ

戸川行男（臨床心理学論議金子書房、1971）

の人間行動の類別の試みは、われわれの研究

に1つの示唆を与えてくれる。

それらば⑩目的的行動（なんらかの見

通し、見込み、計画、期待、予想目的、指

示命令、社会的要請などカミ行動者に内在し、

それが実現されるように行動力親定されてい

る行動）、a無目的行動（行動塵、すなわ

ち、その場で指摘されないと、その存在を自

覚しないゴミのような各種の無目的行動であ

る。しかし、無益ではなく、「あ魁」とか「

え魁」とかの意味のない音声が、正しい言葉

のすべり出しの助走として役立っているよう

に、本行動への踏切り的意味あいをもつのも

ある）、③、定型的行動（職業的行動のよう

に、一番効率力塙く、最も合理的に組織立て

られた行動である。それは、高度に合目的的

であり、自覚されているが、時には、反復と

習熟の結果機械化力現われ、目的性とその

自覚が失われることもある）、④、その他の

定型的行動と無目的行動（職業的行動と全く

同一種のもので、芸能スポーツにおけると

同じく、計画的に組織化された諸行動を指し、

習慣的、生理的、群衆心理的行動などを包括

する）の4つに類別される。

集中は時を短縮し、自己突破や自己と世界

の再構成、再編成を可能にする。その意味で

は、集中は、人間の生き方に関わる実践智で

ある。戸川の人間行動の種別を通しても体育

やスポーツ行動・事象に対応させてみる試み

は、二つの研究の今後の発展の一つの鍵を握

っているのかもしれない。

ところで集中の一般定義の理解に関しては、

私個人としては氏C・Warren(心理学辞典19%)

が述べているように、「経験」ということを

基盤に、「集中力とは、経験の、ある一定の

部分に対する注意の中心化、経験公ある一

定の要素やアイディアについての増強された

専心性や鮮明性のことである」というあたり

で、共通理解が得られるのではないかと、お

ぼろげながら考えている。

3．再び舞台裏・個人から

蚕は、自分の吐き出した糸によって自分を

縛り上砿最後には、繭の中で動きがとれな

くなってしまう。それに対しても蜘蛛は、自

分の吐き出した糸を張りめぐらし、その上を

自由自在にかけめぐっている。

－3－



ある生きものの習性とはいえ、シンポジウ

ムの司会を省って思うことは、蚕は今回の司

会者に似ている。蚕と蜘蛛の行動が二重写し

となって、結局は、蚕であったように思う。

次回の関係者力え蜘蛛のように、本テーマ

に挑戦してくださることを願ってやまない。

－“集中力とは何か画の発表を終えて－●

福岡大学山本勝昭

題そのものの学習や表現から形成される局在

的･機能的活性を集中の特殊性と考え、両性

は連続するものと見倣してはどうだろうか。

数学の問題を解決するのに集中力のある人は、

テニスの場面である程度有効に作用すると考

えられる力丸その集中力を十分にテニス場面

で発揮できるとは限らないからである。

次に、スキルの獲得に必要とされる集中力

は、学習場面で発揮される状況と似ていれば

いるほ＆技能の発揮場面で有効となるが、

競技や試合場面では、不安、過緊張、観衆な

どのプレッシャーカ婚大し、情動のコントロ

ールが必要となる。その意味で、イメージト

レーニン久バイオフィードバック、リラク

セーションの技法が、不安の軽減や最適動機

づけに有効となると考えられる。しかしこれ

らは、本来身につけた肖肋を発揮させやすい

ように方向づける集中力のトレーニングであ

る。心身のエネルギーを動員して、あること

を成し遂げようと課題に対して集中し続けて

いる状態力え結果として目標を達成し力を発

揮できたと評価されるとき、集中力があると

いえるのではなかろう力も集中力の構造やモ

デル、集中力とパーソナリティ、集中力と動

機づけ、集中力と自我関与、集中力と調意

集中力の測定・計I鰊・評価など、今後の討論

に期待したい。

集中力の問題は、先のシンポジウムで活発

な意見の交流がなされやぼやけていた幾つか

の諸問題が、いくらか明らかにされた。つま

り集中力を考える場合の問題点は、①注意の

集中(attaltioncontrol)と情緒の統制（

emotioncomrol)の問題､②集中力の一般性

と特殊性唖§題、③スキルの習得に必要な集

中力と習得したスキルの発揮に必要とされる

集中力の問題、の3点に集約可能である。

これらは、庭木・徳永両先生の演題ともか

らんで、とくに集中力を考える場合に明らか

にしていないと、体育・スポーツ場面に適用

できる集中力の測定やトレーニング、評価な

どへの発展はないものと考えられる。また、

知覚・運動学習場面で必要とされる集中力を

分けるべきか、同じものと考えるかな＆特

殊性と一般性の問題とも関係してくることが

らである。これらの点について、共通点やま

とめｶﾒ次のシンポジウムで必要とされよう。

ここで、個人的見解であるが、先ず第一に

集中力の一般性（共通性）と特殊性について

述べておきたい。知・情・意の統制と統合を

司る大脳の興奮（活性）レベルや機能する局

在は、原稿を書く状況、数学唖5題を解決し

ている状況、作曲をしている状況、テニスの

ストロークの状況などへの集中に対して同一

と考えてよいものかどう力もまた、同一状況

においてさえも、困難な問題解決の場合と追

い.こまれた作曲家の状況などでは．努力や集

中の度合は、否が応にも高められ、機能して

くるものと考えられる。一般的に、どの課題

にも共通する最適活性レベルを集中の一般性

と呼びも課題に特有に要求され、しかも、問

第36回岐旱大会体

司会：近藤充夫（東挙

めぐる諸問題(2);雛

演者：調枝孝治（燭

船越正康（鋤

石井源信（東エプ

栗中力を

、ひ、屋錘

嘩
塞
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－演者としての補足と感想一

’84年7月､集中力をめぐる諸問題のうち、

‘‘体育学習と集中力”につい乙教育学部所

属の立場から発表するようにとの連絡を受け、

何気なく引き受けたものの、いま振り返って

考えてみると反省材料ばかりが浮きだしてき

て、恐縮している次第です。

与えられたテーマは、あまりにも広範囲な

内容を包含しているので、教育現場との接点

の立場から、集中力そのものよりも、自己学

習能力をどう育成するかという観点から取り

くんでみました。それは、教科体育での現実

的な一時間一時間においても児童・生徒をい

かにして学習行動へと向かわせるかという、

学習動機づけについての問題に関心があった

からです。

御承知の通り、学習場面は、主として教授

者・教材・学習者から成り立ち、この三要因

のうちどの一-亜要因に変化力起きても、全

体としての学習場面に変化をもたらすという

複雑さを持っています。現場の授業（フィー

ルド・ワーク）では、様々な事情により実験

室での状態を創りだすことは困難です。教え

られるものとしての“文化の痩得”と、育て

るものとしての“からだの発達”の側面をも

つ体育授業では､認識の対象を身体面､精

神面、ルール・競技様式、技術そのものと、

それを内包する文化との両面に向けるような

動機づけが必要であるということになるでし

ょう。しかし、それらを別々 に動機づけるだ

けでは不充分であり、相互に関連をもたせる

ような動機づけの必要がありますbしかも、

学習の主体に学力を保障する事実とその科学

的な方法をもつものとして。

動機づけという概念は、もともと心理学の

研究から導き出されたものであり、広義の学

習を促進させるための方法として語られるこ

熊本大学庭木守彦

とが多く、動機づけそのものの研究は多くて

も、それを学校教育場面（特に正科体育授業）

の指導方法論に応用するための研究は、まだ

不充分であるといえるのではないでしょう力毛

また、動機づけは、自発性画目標性という

立場から、外発、内発的動機づけに分けられ、

一般的に学習活動が目標となる内発的動機づ

けの方が､教育的には意義があるとされてい

ますが、それを正科体育の教育場面の指導方

法論に応用するために実証的に示し得る方法

論については、いまだ取り残されたままでは

ないでしょうか。そのため、教授者の体験的、

または主観的な方法をもって現実的場面の対

応をする方向をとらざるを得ないのでは…

と思いますb

大学時代まで、スポーツのある種目を経験

した現場教師でさえ、その体験や勉強のなか

で身につけた指導観をクラブ活動では発揮

できても、同じ指導観で教科体育に臨んだ場

合、学習者の意欲、動機づけなどを促進する

ことの困難さをうったえます。まして大学ま

でスポーツ活動経験の少ない先生方は、小学

校課程の習得単位だけではとうてい不充分で

あり、勉強すればする程判らなくなるという

現状ではないでしょう力も

このように考えると学習主体への学力の保

障は、集中力そのものでは解決されえない、

即ち、心理学的技術の域をはるかに越えた人

間形成そのものの課題といえるようです。

少し話が大きくなりました。現実的な体育

の学習場面では、体育学習を好み、楽しむ態

度を助長すべきなのに、嫌なもの、苦しいも

のという児童・生徒は決して少なくはありま

せん。目標や内容について抽象的なものを具

体的に実行する授業場面では、教授者の体験

的、一方的な指導がなされ学習者には認知

－5－



的面や感情面で不満が生じ、特に運動遂行が

不得手な学習者にとっては、逃避的態度形成

の場ともいえるようです。

クラブ活動（部活動）のような‘‘目的をも

った活動”の場面の如く、児童．生徒が喜々

として運動するように、教科体育時でも単元

計画の発展性、系統性などを、科学的に研究

I_-そこから導き出されたものを、一時間一

時間の授業の目標内容、評価までもち込ん

だ教授一学習プログラムの必要性を痛感しま

すb

以上今回のシンポジウムでは、坂手氏が

提案されたこと鯉動学習研究の諸問題4)：

その方法論的課題；実践のための提案、第33

回シンポジウム．p25)の実現を目指し、ブイ

－ルド・ワークとして細々と実践して来たこ

とを発表させていただきましたが、心理学の

シンポジウムというより、教科教育的な内容

に落ち入り、作業仮説や課題の条件・分析の

不充分さを痛感しています。

また、今回のシンポジウムに関しては、吉

本氏（特集・日本体育学会第35回大会報告号

傍聴記：体育心理学専門分科会シンポジウム

“集中力をめぐる諸問題'，､体育の科学､1984、

VOl.弘.p88←唖切討論内容および雑感

で述べられている内容と大同小異ですb

おわりに、集中力についても特に教科体育

時の動機づけなどについて、資料及び文献名

など、御教示下されば幸いです。

－集中力のトレーニングについて－

オリンピックなどのようなスポーツの競技

水準が高度になればなるほ＆選手の集中力

力垣垂喜視され､勝敗の決め手は集中力とさえ

指摘される。われわれ力喋中力をシンポジウ

ムのテーマに選ぶまでには粁余曲折があった。

しかし、このテーマを選んだ以上、集中力の

トレーニングはいかにあるべきか、というこ

とが当然問題となった。その役目力私にまわ

ってきたのであった。

従来、わ力種のスポーツにおける集中力の

トレーニングはハードな技術の練習や体力の

卜レーニン久そして条件の異った数多くの

試合を消化することによって、どのような環

境の中でも集中してプレイできる能力を養成

しようとしてきた。これに対して私の発想は

体力トレーニングのウエイト・トレーニング

のように、スポーツの場を離れたところで集

中力のトレーニングを行い、それをスポーツ

の場に転移させる方法力報発できないものだ

ろうかということであった。

この種の研究については欧米ではすでに多

－6－

九州大学徳永幹雄

くの報告がなされている。それらの文献を幾

つか読みあさり、それにもとづいて試案を作

成し、1つの実験を紹介して問題提起とさせ

て貰うことにした。

その概要は次のとおりであった。私は集中

力のトレーニングを次の5段階の流れに考え

てみた。

l.集中力の診断

2．リラクセーションのトレーニング

3．集中力のトレーニング

4．イメージ・トレーニング

5．パフォーマンスとの関係で集中力の再

診断

第1段階の集中力の診断については、集中

力の定義も明確でない現状だから、その診断

法が存在するはずもない。現在、米国のNid-

eff",R.MのTestofAttentionandlnter-

personalscaleのように先駆的研究も現わ

れている。そこで集中力を「リラックスした

状態五注意を一点に集中してパフォーマン

スを遂行しそれを持続する#肋」といかに



である。

第4段階ではイメージを用いて、「リラッ

クス状態で集中してプレイしている自分の姿」

を頭の中で反復練習する。いわゆるイメージ・

トレーニングである。

そして、第5段階では練習試合や公式試合

におけるパフォーマンスとの関係で集中力が

どうであったかを総合的に診断する。そして、

それらの結果をフィードバックさせる。これ

らをまとめると図lのようになる。これは集

中力に限らず、スポーツ選手の心理的競技能

力のトレーニング方法と考えてよいのではな

いだろうか｡

以上が心理的技法を用いた集中力のトレー

ニングの試論であった。

さて、学会が終って編集部からの問いを考

えてみると、次のようなことを感じた。

①体育・スポーツの分野．いや人間としても

集中力は重要な能力であり、現在はつかみど

ころのない分野ではあるが、さらに科学のメ

スを加える価値力:あるだろう。

②集中力の定魏診断法、測定法を開発する

方向での研究も進められるべきであろう。

も実践的な定義をしてみた。今、思えば藤田

氏から「一点とは何か」と質問があったよう

にやや不明確であった。実験室などではある

1つの意識だけに集中する意味であり、試合

場面などではその情況を含めた広い意味とす

べきであろう。

とはいえ、スポーツ界では集中力という言

葉は日常語である。しかも、多くの監督やコ

ーチは選手の集中力を体験的に評価できるこ

とから、何らかの客観的な診断方法の関発が

試みられるべきであろう。

第2段階では集中力を養うためには、まず

外界の刺激に対して心身をコントロールする

ためにアクティベーションやリラクセーシ.ヨ

ンの能力を身につけなければならない。とく

に緊張しすぎると集中力は低下するので、リ

ラクセーションは必須となる。その方法とし

て腹式呼吸、漸進的リラクセーション、自律

訓練法、バイオフィードバック法力適してい

ると思う。これらを組み合わせて実験をして

みた。つまり、1）椅子に腰ける、2）目を

つむる、3）深呼吸をする、4）全身の力を

抜く、5）「両手力畷かい」を繰り返えす、

6）皮藺温バイオフィードバック・トレニン

グを行う、という順序であった。バイオフィ

ードバックの機器I主皮膚温が上がればヘッ

ドフォーンを通して音が低くなり、皮膚温が

高くなると音が高くなるように工夫されてい

る。トレーニングの結果が聴覚的、視覚的、

数字的にも即座にフィードバックできる利点

を持っている。つまり、皮膚温を高めること

ができればリラクセーション#助力場につい

たという仮定の話である。実験方法にはまだ

課題力霧されてはいるが、何かの方向をつか

めそうな気がしている。

第3段階では、リラックスした状態で意識

をある対象物（視覚、聴覚、筋運動感覚、触

覚、感情的なもの）に集中させるトレーニン

グをする。「ボールを見る」のはポピュラー

ト
ｌ
凸
」
ソ
Ｔ
Ｌ
立
／
〒
Ｉ
背

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

」

図1スポーツにおける心理的競技能力の
トレーニンク法
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、心理的競技能力の診断

リラクセーション

集中力のトレーニング

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

イ
メ
ー
ジ
．

1.自宅(1)ベストプレイ。
イメージ

2練習・試合前(2)ベストフィーリン
グイメージ

3練習・試合後(3)目標達成のイメ
－ジなど

パフォーマンス（動作）



③やはり、心理的技法を用いた方法論の開発

が重要であるが、ハードな練習における集中

力の問題も検討してみる必要があろう。

④集中力に限らず、スポーツ選手の心理的競

技能力（精神力）のトレーニング法の開発も

必要であろう。Tuttko,T.&Tosi,U.の

SmrtPsyking,Unestahl,L.E、のInner

MentalTraining,Garfield,C.A&Ben－

nett,H.Z.のPeakRrformanceTrainingな

ど欧米で1ま次々 に新し､坊法論力提示されている。

＊＊＊＊申＊＊＊＊＊＊＊＊＊申＊＊＊＊＊＊＊＊わ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊ ＊

中・四国地区研究会の呼びかけ寧車

＊ ＊
＊＊＊＊＊＊車＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊申＊＊＊＊＊＊本＊

体育心理学専P扮科会に所属する、中・四

国地区の会員は現在、16名である。これらの

会員の分布は、広島5、徳島3、愛媛・山口

・島根2、岡山・謝lll、鳥取･高知Oとなっ

てい乙支部的な研究活動はまったく行われて

いな↓もしかし個人的な研究活動は積極的に行

なわれている。そのようなわけで、「曲り角」

のシリーズものとなっている、各地区の研究

活動と課題についてという点からは、何も書

けないのが現状である。

編集委員長からの依頼を、どのような形で

返答すべきか迷いつ－1最も無精な方法に訴

えて重も篭を走らすことにした。つまり、近

い将来中・四国地区に体育心理学（スポーツ

心理学も含む）に関連した研究会を開く用意

のあることをこの紙面を借りて呼びかける

というものである（他地区の会員の皆様は、

この呼びかけを無視されてつぎの興味ある項

に目を走らせていただきたい）。

研究会を新しく開きたいという呼びかけは

どういうわけか、会員の比較的多い地区の中

年世代である。その中年世代といえば、なぜ

力漕物や論文を正確しかも詳細に読まなくな

る世代であふいや読めなくなるといった方

が感覚的には正しい。それに加えて、他人の

話をじっくりと聞くことがおっくうになる。．

つまりわかったふりをするのである。そうす

ると当然ながら、真面目に研究している人の

言動に式､ていけなくなる。そこで、自責の念

にかられて「研究会」を呼〔助〕けるはめになる

広島大学調枝孝治

のである。その上、こわいもの知らずに「学

際的」研究会力浬ましいと．つい口を滑らせて

しまうのである。ところが困ったことに、学

際的というのは、口では簡単に言えるが、い

ざ実行という段階ではなかなかやっかいな接

近法である。概念装置、使用言語、研究手段、

知識と経験などの差異それにデータ解釈に

対する強引な自分野での優位性保持など、そ

の調整に払われる時間と労力を思えば、単な

る異分野の寄せ集め的研究会は骨の折れるこ

とである。なまじっ力為そんな苦労をするの

なら、いっそのこと同じ分野の研究者同志で、

同質の中での質的向上をねらった方がはるか

に効率がよいかも知れない。いやもっと効率

がよいのは、それぞれの研究者個人の頭の中

力学際的思考で占められ魁ば、これほど結構

なことはあるまい。なにも今さら研究会を開

かなくても…と変な理屈力顕の中をよぎる

のである。

中・四国地区の会員は他の地区と比べて少

なく、各会員1坪均して4～5の学会に所属

して活躍しておられる人ばかりである。これ

以上、研究会をふやして、果して発表者があ

るのだろうか。たとえ発表者があったとして

も、体育学会、各地の支部学会それに体育

ﾉ[理の地区学会と発表内容の均闘上が進行し

研究会の討論が活発に行なわれるのかどうか

疑わしい。手を変え品を変えての発表は、表

層なだれを引き起こし、あげくの果てには地

すべりまでも引き起こしかねない。また、中。
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四国地区の距離の問題がある。本州と四国に

は三本の橋がかけられる予定であるカミ現在

のところ、研究会を開けば一泊旅行となる。

フルムーン旅行ならいざ知ら式発表内容の

質の予告と相当の根まわしがない限り会員の

腰は上らないかも知れない。やはり、三本の

橋がすべて完成するまで研究会は見合せた方

が無難だろう。などと研究会開催の呼びかけ

とは逆の口実が並ぶのである。少々ふざけが

過ぎるかも知れないカミこれも優柔不断な中

年世代の特徴と思ってごかんべん願いたい。

「研究」を仕事にしている者にとって、研

究会を開いてそれぞれの分野の課題に貢献し

たい気持は十分持ち合わせているのが普通で

ある。何かを始めるには誰れか力澗きかけな

ければ、何事も進まないことも衆知の事実で

ある。これまで述べた中年世代のぐちを包み

込んだL上丞あらためて中・四国地区の会員

の皆様に、「もしよければ体育心理学関係の

研究会を開こうではありませんか」と呼びか

けたい。わが国では、鹸初に手を上げてつま

らぬことをしゃべった者力湘織から何らかの

役割を引き受ける習慣がある。その意味から、

広島地区の会員は覚悟を決めざるを得ないだ

ろう。どうかこの提案に好意あるご返事をいた

だけれI舞いである。最後になったが、ここ

に広島地区の会員の研究内容を列記して､少

々大袈裟な呼びかけに終止符を打ちたい。

池田二三夫（広島大学）：精神一運動発達

の知見を小・中教育のカリキュラムにどのよ

うに適用すればよいのかの研究

調枝孝治（広島大学）：運動学習の適応過

程を分析しながら、学習段階の相転移を自己

組織系の観点からとらえようとしている。他

にタイミングの研尭

坂手照憲（広島大学）：運動学習における

感覚情報の処理ということ五感覚間統合（

Infrsen"rylnt"ration)の研究他に人

工気候室を用いての特殊環境下でのパフォー

マンスの研究。

財満義輝（広島修道大学）：自閉症児に対

する運動療法の研究。他に全身反応時間と測

度として性格や情緒の特性の研究。

若林文子（広島県立保育専F弾樋：リズ

ムの形成過程を発達過程の中で明らかにしよ

うとしている。他に創作ダンスの研尭

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊ ＊

関西体育心理学専門分科会例会記＊＊

＊ ＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

テニスのストロークにおける正確性について

テニスのストロークでは、スピードと正確

性が重要なパフォーマンスの構成要素となる。

しかも、実際にはスピードカ変化しても、

常にねらった所に正確に打つこと力雲求され

る。そこで被験者の自分の持つ速さを3種

類に分け、速↓1凪普通皿ゆっくり(Lrで打

たせ、その際に正確性力§どう変化するかを考

察した。

正確性の測定方法は、まず被験者をジュー

スコートのベースラインに立たせた。一定間
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大阪府立大学小林輝子

隔で送られてくるボールを、純クロス方向の

目標地点に向って各種類ともに、20球ずつ

打たせた。

測定の胃酸罰は次のように行なった。ボール

の落下位置と目標地点との距離を直線距離と

した。そして被験者の打球位置と目標地点を

結びこれをY軸とした。Y軸に直交する軸を

X軸として座標を作成した。ここから2つの

記録方法を設け、1つはXY軸からの隔たり

を測るもので絶対距離とし、もう1つは両軸



ともに目標地点を中心としてプラス、マイナス相対に目標地点までの距離が長い（平均1.弱

スをつけ相対距離とした。～2.75mの間）。そして､試合強さの主効果

被験者10名については、試合強さの相互評力靖意(F=9.19P<0.06)で､LとHとの

価をさせて2群に分け、それぞれA群（上級間に有意な差力認められた(F=3.86P<

者群）、E群（初心者群）とした。上記の距0.05)。

離についてA、Eごとに平均、標準偏差さら相対距離のX軸では、絶対距離と同様に試

にEとA、LとMとH間について混合デザイ合強さ、3種類の速度に有意差は認められな

ンを仮定した2要因の分散分析を行なった。かつた。Y軸では速度L，M、H間に有意差

結果はまず直線距離ではA群がE群より短が認められ(F=6.25、P<0.01)､試合強さ

<(A2･的、、E2.71m)、分散分析を行と強度に交互作用があり、5%水準でMとH，

なうと試合強さの主効果力宥意(F=13．79LとHの間に差のあることが認められた。

P<0.01)であつだ絶対距離では、X軸す．これらのことから、目標から左右へのづれ

なわち被験者からみて左右へのづｵuこついては、ではA、E間に有意差はないが、前後方向で

A、Eともに3種類の速度間に有意差はみられは、Eは強く打つと目標より遠方に打つこと

兎功塾った（平均0.84～1.16m")｡Y軸で被が認められここに特徴があると思われる。

験者からみて前後へのづれは、X軸に比べて（昭和59年9月25日）

中・高年者の体力と健康管理
をめぐる問題とスポーツについて

近畿大学森脇勤

lw8年の諸新聞は、こぞって平均寿命世界今日のいる々々な調査よりみるとき、日常

一というトップ記事を出していた。事実19認生活にスポーツをとり入れてきた人の体力は、

年の日本人の平均寿命は、男子74.20歳､女非運動者よりはるかによいこと力報告されて

子79.78歳で確かに世界的によいといえる。いる。人間は力職とともに老ｲ観象をきたす

その上一粗死亡率6.0、訂正死亡率3.3であことは当然であるが、この衰退をできる限り

るカミ現実には誰もが長生きできる社会になくい止め、体力を維持し、寝たきりとか悦惚

ったわけではない。それは生活水準の向上やな状態でなく、健全な人生を送るべく努力す

医学・保健政策の進歩などによる若年層の死ることが肝要である。

亡率の低下に基づくものである。しかし、日このためには、適正なスポーツ活動を生活

本の従属人口指数は現在では48.4であり．今設計の中に組み入れることである。10年くら

後老年人口力靖大することは間違いない。老い前、Mana"rdismseという語が使用され

鯏上社会の加速が予想される我国では、過去たが、今日では一般大衆にまで拡大されて、

において高齢化社会への対応策が不充分であHymkiIEticdiza"と呼ばれるようになつ

り、この問題はます々々深刻化することが予た。そこで、運動不足がいろいろな病因とな

想される。たとえばも厚生省の調査では寝たることが主張され、その主張が、世界的なス

きり老人は48万を越え、入院患者のうち70ポーツ・フォア・オール運動によって表現さ

歳以上の占める割合は26．6％、老齢者の20れたとみることもできる。

人に1人は入院していることになり、これで現代のスポーツは、競技的ケーム、野外の

は真の長寿国とはいえない。ここに、どうし諸活動、審美的運動、コンディションづくり

ても健康生活設計の必要性が考えられる。．（一般に体力づくり、健康づくりなど）とし

－10－



ての連動を総括したHuTnanrnovementの考環系、神経機龍関節機能の衰えが早く、こ

え方に移行し、こういった意味のスポーツ活のようにみてくると、老化防止を目的とした

動が強く要望されてきたわけである。一方、適切な運動処方の完成と楽しみのある運動の

健康の定義はWHOのそれを理想とするもの 生活化力穏務である。

Q国民の健康状態は平均寿命が延びても必中・高年層を対象として、運動がもつ心身

ずしも良好とはいえず、8人に1人が患って両側面からの効果研究力謹められねばなるま

いる。体力の低下現象も早く、とくに呼吸循い。（昭和59年11月27日）

U－K法からみた

児童期の身心発達特徴について

大阪教育大学体育専攻卒業生岡崎美樹・西垣外裕子

58弱においても、1～6年時ま室討6回の
検査を完了し、平均曲綱上可能な卒業生のみ、

で延6卒業学年、計405名を得た。本研究で

は、小学校教育の中で日常的に観察される問

題行動や心身の発達特徴18項目⑥戦優秀

巻②芸術関係教科優秀君③志望中学進学
､

巻④運動優秀者、⑤運動遅滞者、⑥病弱児、
、

⑦肥満児、⑧発達が早く身体の大きい子、⑨

発達が遅く身体の小さい子、⑩よく発言する

子、⑪殆ど発言しない子､⑫アイディアの豊

かな子､⑬動作・行動の遅い壬⑭整理整頓

の下手な子､⑮友達の多い子､⑯友達のでき

ない子、⑰いじめっ子､⑱いじめられっ子）

を取り上吠主に卒業年次担任による評価に

基づいて該当集団の平均曲線経過を考察した。

この方法は人柄論曲線論、曲線変化論な

どの高度な判定技術論の基礎として、クレペ

リン等による研究開始期から広範囲に使用さ

れてきた手法である。18項目は更に細分され、

計97分類×6学年＝582平均曲線が考察の対

象とされた。

その結果、社会的に高い評価を受ける項目

該当者群①③④⑧⑩⑮の精神健康度水準は明

らかに高く、その逆⑤⑥⑨⑪⑧⑭⑯⑱I韮か

つた。前者は精神発達が早く、適応よく、意

欲的で粘り強いのに対して、後者は発達水準

が低↓穂かりでなく、気力に欠け、過緊張や

小心翼々の状態が顕著であった。

（昭和60年2月19日）

体育学会の発表に見られる“身心相関に関

する諸問題”の研究は、内田クレペリン精神検

査(U-K)法を適用して1950'-ﾉ70年代を中

心に継続され、この方法論の採用者間では稔り

ある成果を上げてきたとの自負がある。しか

し、そこで明らかにされた知見が、一方法論

の範購を越えて普遍化され得たかを問うなら

ば、必ずしも肯定しきれない。その理由は、

連続力蝉法という数値計算を行ないながら、

現代統計法の思考とは基盤の異なる臨床的思

考を出発点にもち、判定．解釈に熟練を要す

ること、したがって、研究活動自体の熟練者

に対する依存度力塙く、個々の研究者による

独自な展開が進まなかったこと、結果として、

人柄論完成者の引退とともに、方法論と知見

の一般化が屯謎したことなど力堵えられよう。

判定技術習得上の困難さの背景にある客観性．

信頼性への疑問と時間的・経済的負担の大き

さは、おしなべて投影法を中心とした臨床的

研究手法力洪通に抱える悩みであるカミ具体

的個人の問題解決に貢献してきた歴史ととも

に、人間心理の法H1姓を検証する手段として

再評価されてよい魅力をもつものではなかろ

う力も

大阪教育大学附属平野小学校では、昭和48

年度より、全校生徒を対象としてU一K検査

を実施し、人柄と精神健康度判定に基づく生

徒指導およびクラス指導を試みてきた。その

間のデータは全で保管され、途中集計（昭和
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ボールゲームにおける状況判断研究

の現状と将来の展望

大阪教育大学中川昭

定できる数学的概念を取り上吠現実に下さ

れた意思決定と“を検討しようとした記

述的な研究と、プレーする際に下すべき最適

の決定を数学的に公式化しようとした規範的

な研究に二分され、論評された。

ボールゲームにおける状況判蠅肋に関す

る研究は､状況判断能力とゲーム成果との関

係に関する研究､状況判断#肋の内容分析、

すなわち状況判断能力の構成要素の特定と状

況判蠅肋の優劣の規定要因に関する研究、

状i畔ﾘ断能力の測定に関する研究そして状

況削断能力のトレーニングに関する研究に分

けられ、論評された。

結果として､重要な借腫はほとんど未解決

のまま残されていることがわかった｡今後、

これらの問題の解決目ざして、多くの研究努

力力註がれねばならない。もし、状澱I断に

関して多くの科学的理解が得られればも必ず

やポールゲームの実践において大きな進歩を

もたらすはずである。本研究は、そのための

一つの道標として役立つことが期待される。

（呪荊60年3月19日）

ボールゲームにおける状況判断については、

実践で適用できる水準の研究成果はまだあが
っていない。しかし、近年、この問題に直接

焦点を当てた研究論文が発表され始めており、

また、直接焦点を当てたものではない力潤連

を持つと考えられる研究は既にかなり行われ

ている。

本研尭ま、これらの先行研究を組織的に整

理し、論評を加え、そして将来の展望を得る

ことを目的にして行われたものである。

ボールゲームにおける状況判断に関する先

行研究は大きく二つのカテゴリーに分けられ

る。一つは、ゲームの中でプレーヤーによっ

て行われる状況半蜥そのもの、すなわち状況

判断行動に関する研究であり、もう一つは、

状況判断に関する個人間の優劣差、すなわち

状況判断能力に関する研究である。本研究で

は、後者の状況判断能力に関する研究を更に

四つに分け、合計5つのトピックスの下で論

評を行った。

ボールゲームにおける状況判断行動に関す

る研究は、状況判断を行う際に関連あると仮

昭和59年度会計報告 体育心理学会会報
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